
 

 

 
 
 

小学校体育科保健領域 中学校保健体育科保健分野 高等学校保健体育科「科目保健」 

３・４年 ５・６年 １年 ２年 ３年 入学年次及びその次の年次 

    

      

※高等学校においては、原則として、入学年次及びその次の年次の２か年にわたり履修 

 

Ｇコース 小・中・高等学校 保健領域・保健分野・科目保健 

新学習指導要領における取扱い 

○ 保健における体系のイメージ及び内容の系統性 

身近な生活における 

健康・安全に関する基礎的な内容 

個人生活における 

健康・安全に関する内容 

個人及び社会生活に 
おける健康・安全に 

関する内容 

健康な生活 
・健康な生活 
・１日の生活の仕方 

・身の回りの環境 

健康な生活と疾病の予防 
・健康の成り立ちと疾病の発生要因 

・生活習慣と健康  ・生活習慣病などの予防 
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康 
・感染症の予防 

・個人の健康を守る社会の取組 

現代社会と健康 
・健康の考え方 
・現代の感染症とその予防 

・生活習慣病などの予防と回復 
・喫煙、飲酒、薬物乱用と健康 
・精神疾患の予防と回復 

体の発育・発達 
・体の発育・発達 
・思春期の体の変化 
・体をよりよく発育・発

達させるための生活 

心身の機能の発
達と心の健康 
・身体機能の 
発達と個人差 

・生殖に関わる
機能の成熟と
適切な行動 

・ 精 神機 能 の
発達と自己形
成 

・欲求やストレ
スへの対応と
心の健康 

心の健康 
・心の発達 

・心と体との密接な
関係 

・不安や悩みへの対

処 

傷害の防止 
・ 交 通事故 や
自然災害など

による傷害の
発生要因 

・交通事故など

による傷害の
防止 

・応急手当 

健康と環境 
・身体の環境に
対する適応能

力・至適範囲 
・ 飲 料水や 空
気 の 衛 生 的

管理 
・生活に伴う廃
棄 物 の 衛 生

的管理 

けがの防止 
・交通事故や身の回
りの生活の危険が
原因となって起こる

けがとその防止 
・けがの手当 

病気の予防 
・病気の起こり方 
・病原体が主な要因
となって起こる病気

の予防 
・生活行動が主な要
因となって起こる病

気の予防 
・喫煙、飲酒、薬物
乱用と健康 

・地域の様々な保健
活動の取組 

安全な社会生活 
・安全な社会づくり 

・応急手当 

生涯を通じる健康 
・生涯の各段階における健康 

・労働と健康 

健康を支える環境づくり 
・環境と健康 

・食品と健康 
・保健・医療制度及び地域の保健
医療機関 

・様々な保健活動や社会的対策 
・健康に関する環境づくりと社会参
加 
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＜高等学校＞ 
・生徒の内容への興味・関心を高めたり、思考を深めたりする発問の
工夫 

・自他の健康やそれを支える環境づくりと日常生活との関連が深い教
材・教具を活用 

・ディスカッション  ・ブレインストーミング 
・ロールプレイング（役割演技法） 
・心肺蘇生法などの実習、実験  ・課題学習 
・（学校や地域の実情に応じた）保健・医療機関等の参画推進 

１ 保健分野の「単元の評価規準」について 
→ 学習指導要領の中で「～理解できるようにする」と記載のある内容について全てを取り上げ

ると「知識・技能」の記載内容が多くなり、知識偏重な授業がイメージされがちですが、あく
までも三つの資質・能力をバランスよく指導し、評価することが前提となります！  

２ 「知識・技能」の評価について 
→ 「知識・技能」の評価については、「知識」と「技能」を関連付けて評価する必要があることか

ら、「技能」の評価規準については、「～（行い方・対処）について、理解したことを言ったり
書いたりしているとともに、（～が）できる」となり、「知識」が定着していることが前提になると
ともに、学習課題に対し「根拠に基づいて言ったり、書いたりしているか」など、表出されてい
る「知識」の質に基づき、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）や「十分満足できる」状況
（Ａ）を評価する必要があります！  

３ 「思考・判断・表現」の評価について 
  → 「思考・判断・表現」の評価規準を設定する際は、「『指導と評価に一体化』の実現に向

けた参考資料」の事例をそのまま活用するのではなく、児童生徒の実態や実際の学習活
動に応じた評価規準を設定するとともに、課題発見、課題解決及び表現の三つの内容を
必ず意図的・計画的に盛り込むようにしましょう！ 

４ 「主体的に学習に取り組む態度」の評価について 
  → 「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準を設定する際は、評価の観点及びその趣

旨の中に書かれている「自主的に取り組もうとしている」という表記を踏まえて設定するとと
もに、記録に残す評価については、単元の後半に設定するようにしましょう！ 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた指導方法のポイント 

＜中学校＞ 
・内容への興味・関心を高めたり、思考を深めたりする発問の工夫 
・自他の日常生活に関連が深い教材・教具の活用 
・事例などを用いたディスカッション  ・ブレインストーミング 
・心肺蘇生法などの実習、実験    ・課題学習 
・（必要に応じて）コンピュータ等の活用 
・（学校や地域の実情に応じた）保健・医療機関等の参画推進 

＜小学校＞ 
・身近な日常生活の体験や事例などを題材にした話合い 
・思考が深まる発問の工夫や思考を促す資料の提示 
・課題の解決的な活動や発表 
・けがの手当などの実習、実験 

新学習指導要領に基づいた指導と評価の留意点 
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